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月
２
日
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

１０
ス
ト
株
式
会
社
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ

基
金
に
寄
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野

生
復
帰
の
取
組
み
」
と
豊
岡
市
の

他
の
観
光
資
源
と
を
連
携
さ
せ
た

新
た
な
旅
行
商
品
を
販
売
さ
れ
て

お
り
、
今
回
、
そ
の
収
益
の
一
部

３
０
、０
０
０
円
を
寄
付
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

同
社
西
日
本
営
業
本
部
カ
ン
パ

ニ
ー
本
部
長
の
小
橋
英
明
さ
ん
は

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
応
援
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
野
生
復
帰
の

取
組
み
に
効
果
的
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
話
す
と
、
中
貝
市
長

は
「
豊
岡
を
訪
れ
る
観
光
客
に
も

満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
１
日
、
幼
稚
園
と
保
育
園

１０
の
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

「
豊
岡
市
幼
保
対
策
審
議
会
」
を

市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
公
募
で
選
ば
れ
た
一

般
市
民
や
保
護
者
、
教
育
関
係
者
、

学
識
経
験
者
な
ど　

人
で
構
成
。

１８

会
長
に
は
兵
庫
教
育
大
学
教
授
の

加
治
佐
哲
也
さ
ん
が
、
副
会
長
に

は
、
出
石
区
長
協
議
会
長
の
酒
井

清
道
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
今
後
の
幼
稚
園

と
保
育
園
が
、
よ
り
良
い
就
学
前

の
教
育
・
保
育
の
場
と
な
り
、さ
ら

に
効
果
的
な
運
営
が
図
れ
る
よ
う

一
元
化
、
再
編
お
よ
び
民
営
化
な

よ
り
良
い
就
学
前
の
教
育
・
保
育
を
検
討

豊
岡
市
幼
保
対
策
審
議
会
を
開
催

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
株
式
会
社
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
に
寄
付

旅
行
会
社
が
野
生
復
帰
の
取
組
み
を
支
援

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
９
月
】

３
日
・
９
月
定
例
市
議
会
（
〜　
２８

日
）

　

日
・
市
内
最
高
齢
夫
婦
祝
福
訪

１４

問

　

日
・
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
兵
庫

１７

　

豊
岡

ｉｎ

　

日
・
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
防
災

１８

特
別
セ
ミ
ナ
ー（
千
葉
県
）

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
自
然
放
鳥

２２
　
　
　
（
城
崎
町
楽
々
浦
）

　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る

地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

・
豊
岡
南
地
区
暴
追
・
防
犯
・

交
通
安
全
大
会

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
自
然
放
鳥

２３

（
日
高
町
山
本
）

　

日
・
但
馬
自
治
会
に
よ
る
県
要

２６

望
（
神
戸
市
）

　

日
・
秋
田
わ
か
杉
国
体
出
場
選

２７

手
激
例
会

　

日
・
兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
大

２９

会
中
央
大
会
（
〜　

日
）

３０

【　

月
】

１０２
日
・
子
育
て
懇
談
会

３
日
・
市
民
環
境
大
学

５
日
・
中
国
広
東
省
大
学
生
来
豊

　
　

・
日
欧
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ（
〜
６
日
）

７
日
・
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

８
日
・
と
よ
お
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７

コ
ウ
ノ
ト
リ
自
然
放
鳥

高
く
舞
い
上
が
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

　

９
月　

日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
３
羽

２２

が
、
城
崎
町
楽
々
浦
の
水
田
地
帯

か
ら
自
然
放
鳥
さ
れ
、
豊
岡
の
空

へ
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
観
光
客
や
地
元
住
民

ら
約
１
、６
０
０
人
が
見
守
る
中
、

放
鳥
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
て

き
た
１
歳
の
オ
ス
２
羽
と
２
歳
の

メ
ス
１
羽
が
木
箱
か
ら
勢
い
よ
く

飛
び
出
し
、
大
き
な
翼
を
羽
ば
た

か
せ
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

自
然
放
鳥
を
記
念
し
た
「
コ
ウ
ノ

ト
リ
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
、じ
ば
さ
ん
但
馬

の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。基
調
講
演
で
は
、コ
ウ
ノ
ト

リ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
で
俳
優
の

 
柳
生 　

博
さ
ん
が
、
米
の
安
全
性

や
ぎ
ゅ
う

と
生
態
系
に
配
慮
し
た
「
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
農
法
」
の
意
義
を
強
調

し
、
集
ま
っ
た
参
加
者
と
と
も
に

自
然
再
生
や
農
業
の
あ
り
方
な
ど

に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌　

日
に
も
日
高
町
山

２３

本
の
ケ
ー
ジ
か
ら
３
歳
の
オ
ス
１

羽
と
２
歳
の
メ
ス
１
羽
が
野
外
に

放
た
れ
、
こ
の
一
連
の
放
鳥
で
豊

岡
の
空
に
は
、　

羽
の
コ
ウ
ノ
ト

２０

リ
が
舞
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
に

よ
る
と
、
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
内
、

死
亡
し
た
の
は
１
羽
の
み
で
、
自

然
界
で
の
繁
殖
に
も
成
功
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
順
調
に
野
生
復
帰

事
業
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
で
放
鳥
を
休
止
す
る
方
針

で
、
今
後
、
新
た
な
段
階
に
進
む

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

▲木箱の扉が開くと勢いよく飛び出し、力
強くはばたくコウノトリ

ど
に
つ
い
て
、
地
域
性
も
考
慮
し

な
が
ら
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
答
申
は
来
年
秋
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▲幼稚園と保育園のあり方について意見を
述べる加治佐哲也会長（中央）
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月
２
日
、
市
は
、
Ｊ
Ｒ
豊
岡

１０
駅
前
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
「
Ｏ
ホ

テ
ル
」
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、

災
害
時
に
避
難
場
所
の
提
供
を
受

け
る
災
害
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
と
物
資
の
提
供

を
受
け
る
災
害
協
定
を
結
ん
で
い

ま
し
た
が
、
民
間
宿
泊
施
設
と
の

締
結
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

同
ホ
テ
ル
に
は
、
シ
ン
グ
ル
１

０
３
室
、
ダ
ブ
ル　

室
の
客
室
が

１０

あ
り
、
ロ
ビ
ー
を
含
め
る
と
１
４

３
人
を
収
容
で
き
、
協
定
に
は
、

災
害
時
に
客
室
を
避
難
所
と
し
て

提
供
す
る
ほ
か
、
避
難
者
は
寝
具

や
タ
オ
ル
な
ど
の
物
資
や
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

同
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
岡

田
ひ
か
る
さ
ん
が
「
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
し
た
対

応
が
で
き
る
よ
う
私
た
ち
も
体
制

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
」

と
話
す
と
、
中
貝
市
長
は
「
災
害

時
に
は
要
援
護
者
や
高
齢
者
、
乳

幼
児
な
ど
の
利
用
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
と
て
も
心
強
い

で
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
鳥
取
市
か
ら
豊
岡
市
を

経
由
し
、
京
都
府
宮
津
市
ま
で
を

結
ぶ「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」

（
約
１
２
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）の
早

期
完
成
を
関
係
機
関
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
整
備
促
進
大
会
を　

月　

日
、

１０

１３

豊
岡
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
沿
道
自
治
体
等
で
構

成
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、

今
回
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
豊
岡
宮
津
道
は
、
現
在
、

香
住
道
路（
香
美
町
香
住
区
）の
み

が
開
通
し
、
県
内
で
は
、
余
部
道

路（
同
区
）と
東
浜
居
組
道
路
（
新

温
泉
町
〜
鳥
取
県
岩
美
町
）
で
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
関
係
者
や
市
民
ら
約

１
、０
０
０
人
が
参
加
し
、第
１
部

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
国
土
交
通

省
技
監
の
谷
口
博
昭
さ
ん
の
基
調

講
演
や「
連
携
・
交
流
に
よ
る
こ
れ

か
ら
の
地
域
像
」を
テ
ー
マ
に
し

た
公
開
討
論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
決
起
大
会
の
意

見
発
表
で
は
、
小
坂
小
学
校
児
童

ら
が
、
平
成　

年
の
台
風　

号
の

１６

２３

被
災
時
に
お
け
る
道
路
の
大
切
さ

を
写
真
な
ど
で
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
会
場
に
集
ま
っ
た
全

員
が
立
ち
上
が
り
、「
エ
イ
エ
イ

オ
ー
」
と
気
勢
を
上
げ
て
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

 
Ｏ 
ホ
テ
ル
と
災
害
協
定
を
締
結

オ
ー

災
害
時
に
備
え
民
間
宿
泊
施
設
と
連
携

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
整
備
促
進
大
会
を
開
催

早
期
完
成
に
向
け
て
３
府
県
が
連
携　
促
進
大
会
に
１
、０
０
０
人
が
参
加

　
　

月
７
日
、
但
馬
地
方
の
医
療

１０
に
つ
い
て
考
え
る
「
地
域
医
療
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、
豊
岡
市
民
プ

ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
基
調
講
演
を
し
た
赤
穂

市
民
病
院
病
院
長
の
邉
見
公
雄
さ

ん
は
、
開
業
す
る
医
師
が
増
え
、

都
市
部
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

原
因
で
、
地
方
の
医
師
不
足
が
深

刻
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て

説
明
。
そ
の
後
の
公
開
討
論
会
に

は
、
豊
岡
病
院
の
関
係
者
や
開
業

医
、
中
貝
市
長
、
市
民
代
表
の
主

婦
ら
が
参
加
し
、
研
修
制
度
の
充

実
や
余
裕
の
あ
る
勤
務
へ
の
見
直

し
な
ど
で
勤
務
医
離
れ
を
食
い
止

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
議

論
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
病
院
但
馬
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
の
倉
橋
卓
男

さ
ん
は
、「
小
児
救
急
の　

％
が
発

８０

熱
な
ど
の
軽
症
。
家
庭
看
護
の
知

識
不
足
が
あ
る
」
と
指
摘
し
、
近

所
の
か
か
り
つ
け
医
の
確
保
や
兵

庫
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（
�
＃
８
０
０
０
ま
た
は
�
０
７ 

８－

７
３
１－

８
８
９
９
）の
利

用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

但
馬
の
危
機
的
な
医
師
不
足
の
解
決
に
向
け
て

バ
ッ
ト
の
材
料
と
な
る
木
を
寄
贈

　

年
後
の
野
球
少
年
の
た
め
に
役
立
て
て

７０

　
　

月　

日
、 
小  
代 
林
業
研
究
グ

お 

じ
ろ

１０

１１

ル
ー
プ（
香
美
町
小
代
区
）が
市
役

所
を
訪
れ
、
野
球
の
バ
ッ
ト
の
材

料
と
な
る
ア
オ
ダ
モ
の
苗
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。同
グ
ル
ー
プ
は
、地

元
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
好
成
績

を
残
し
、
地
域
が
盛
り
上
が
る
中
、

何
か
役
に
立
て
れ
ば
と
の
思
い
か

ら
、
但
馬
３
市
２
町
の
市
役
所
や

役
場
に
ア
オ
ダ
モ
の
苗
を
贈
る
取

組
み
を
始
め
ま
し
た
。
バ
ッ
ト
の

材
料
に
な
る
の
は　

年
後
で
す
。

７０

　

同
グ
ル
ー
プ
代
表
の
井
上　

孝

さ
ん
が
「
但
馬
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
苗
を
贈
り
ま
す
」
と
話
す

と
、コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
部
長
の
太
田

垣
秀
典
は
「　

年
後
の
子
ど
も
た

７０

ち
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
大
切

に
育
て
ま
す
」と
答
え
て
い
ま
し
た
。

▲アオダモの苗を贈る小代林
業研究グループ代表の井
上　孝さん（左から２人目）

▲Ｏホテルマネージャーの岡田ひかるさ
ん（写真右）と協定書を交わす中貝市長

▲フォーラムで意見を述べる中貝
市長（左から２人目）


